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●決定事項
１．ジュニアスキー教室の開催地を丸沼高原から白馬五竜スキー場に変更　　承認
２．シクミネット登録説明会の開催　承認

●宿題事項
下記、各項目のとおり。

１．開催挨拶
河邉会長が遅刻のため、省略。

２．本日の議題（坂田理事長）
２．１　報告・審議事項
２．１．１　競技部

２．１．１．１　審議事項
(1)競技部行事について各スキークラブへ共催依頼を出したい
　　対象：スノーヴァ、ジュニアスキー、ポールトレーニングなど

・昨シーズンは各行事ごとに募集をかけたが、クラブとしての参加は少なかった。
　次年度は、行事募集に先んじて、各クラブに共催を依頼し、一緒に行事を行う体制としたい。
　→評議員会前にクラブに対するメリットを明記した案内状を送付する。

(2)ジュニアスキー開催地変更
・丸沼高原スキー場より、ホテル貸切の場合の最低人数などの条件提示があった。
　同時期に、白馬五竜観光協会より行事協力の申し出あり。次年度は白馬五竜で開催したい。
　→理事会で承認。事業計画を修正し、評議員会で報告する。

２．１．１．２　報告事項
なし

２．１．２　教育部
２．１．２．１　審議事項

なし

２．１．２．２　報告事項
なし

２．１．３　総務部
２．１．３．１　審議事項

(1)サイボウズofficeの契約更新手続きに関して
・金額は未確認だが、このまま契約を継続する。
　→小沼理事が詳細を西田理事に確認し、サイボウズにアップする。

２．１．３．２　報告事項
(1)評議員会資料作成進行状況

・サイボウズに事業報告、事業方針をアップしているため、７月12日まで確認してほしい。
・備品の中で、ベストは１０枚まで在庫確認できている。
　残り１０枚あるはずのため、元理事にも確認する。

(2)監査施行状況
・前年度より金額が大きく変更となったところ、大きく赤字になった事業、特定資産の取り崩しに
　ついて、評議員会で説明できるようにしておく。

(3)決算書作成進行状況
・サイボウズに最終版をアップした。
　→管理会計に入っていた体協補助金を競技部（シティカップ）に移行した。
　→会議費を役員交通費で計上したため、決算では少なくなった。
　→教育部（サポートプログラム）では黒字になったため、体協補助金が減額されると考えていたが、
　　申請通りの25,000円が振り込まれているようだ。ただし、次年度の減額の可能性がある。

(4)次年度登録業務について（シクミネット）
・SAKによる7月6日の説明会で、横浜スキー協会所属約30クラブが欠席だった。
　操作マニュアルを見ただけでは、操作の不安もあり、別途協会が勉強会を開催したい。
　→承認。８月中旬を目途に開催する。
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２．１．４　上部団体
２．４．１　県連関連
２．４．１．１　審議事項

(1)県連評議員について
・和田評議員が遠方のため、小川監事に変更する旨を県連に連絡する。

２．４．２　上部団体-体協関連
２．４．２．１　報告事項

(1)体協理事
・体協の理事として、山田前会長を推薦していたが、落選の通知が届いた。

(2)加盟競技団体連絡者会議の開催
・鈴木副会長、坂田理事長が出席

２．４．２．２　審議事項
(1)加盟団体代表者会議

・鈴木副会長が出席

(2)令和元年度加盟団体運営費・事業費補助事業の実施について
・坂田理事長が作成する

２．５　その他
２．５．１　預金通帳の代表者及び通帳登録印の変更

・丸印を銀行印とし、坂田理事長が管理する。

２．５．５　Info宛ての貝森智栄様の提案の件
・今後、サイボウズ上で協議する

２．５．６　理事補充の件
・前回の理事会で、坂田理事長より、理事が足りないため、独自に動いていた。
　会長推薦枠ということで佐伯氏を推薦していたが、会長推薦枠は島村前理事にやってもらうためのもの。
　佐伯氏には充てない。島村氏には今期１年理事をお願いするよう調整しているため、佐伯氏はお断りする。

３．閉会挨拶　（鈴木副会長）
今月、評議員会があるが、時間がないため、しっかり準備を整え迎えたいため、協力をお願いしたい。
先日、石井スポーツに行ってきた。石井スポーツのアドバイザーも活用してほしいとのこと。
今後、どのようなタイアップが可能か探っていく。

以上


